「ミニバレーの日によせて・・・・・・」　　
　　小　島　秀　俊
皆さん今日は！今日は「３月２日」ミニバレーの日です。
今日は、皆さんそれぞれが自分の人生におけるミニバレーとの関わりについて、これまでであった人・地域・大会・そのほか楽しい・つらい・悲しい・忘れられない・忘れたい様々な思い出を心静かに振り返る日。そしてこれからの人生の元気を蓄える日とする意義ある日として戴ければと思いつつメッセージをお送りすることにしました。

初代山田政一会長をはじめ物故された人々を偲び、哀悼の誠を捧げます。

どうぞ在天の御霊として私たちやミニバレーの発展を見守り下さいますように！

また今はミニバレーから離れているかつての仲間に、そして今も、仲間として楽しく活動しお世話になっているたくさんの人々に感謝とお礼を申し上げます。
有り難うございました！　これからも宜しく！そして　頑張りましょう！　
＊ミニバレーの日宣言の経過（御理解下さい・・・）
昭和５９年から、大樹町ミニバレー協会設立の準備が始まりました。

全国から寄せられる問い合わせに対する対応や、積極的な普及活動に取り組むために自主活動の必要性を感じていた教育委員会でしたが、「第２６回健康体力づくり全国大会」横浜大会に参加し、次年度札幌大会での支援・協力を求められるに及んで協会を組織化し、早速体制を整えて大樹町ミニバレー協会として協力することになったわけです。
昭和60年10月、文部省、体力づくり国民運動推進会議等が主催する「第27回健康体力づくり全国大会」が札幌市で開催されました。主管の北海道生活福祉部スポーツ文化課体力づくり運動係では、北海道らしいスポーツや体力づくり活動の実践を紹介するため、実践発表と簡単な大会が行われました。　　

10名あまりの協会員が札幌に出かけ、大会参加者のためにミニバレーの紹介と、「ミニゲーム大会」を企画しました。会場は札幌市南区体育館小体育室。参加者は６０名余りでした。大変好評の裡に終了することが出来ました。

その夜、協会役員は初めての体験で満足感と達成感に浸り気分はハイテンションに。ススキノへ繰り出し、飲むほどに酔うほどに今後の活動に対する夢を語りあいました。　

札幌市で全国に向けたデビューが出来たことを記念して、小島の提案で「ミニバレーの日」を制定すること。その日は語呂合わせで毎年「3月2日」とすることに決めました。「ミニバレーの日」の誕生の裏には喜ぶべきミニバレーの全国デビューが背景としてありました。
1986年（昭和６１年）３月２日。大樹町ミニバレー協会が海洋センターで「ミニバレーの日」を宣言しました。
宣言文
　　
	大樹町ミニバレー協会は、ミニバレーを愛し、ミニバレーを育て、ミニバレー
の和と輪をひろげて、健康で明るいコミュニテｨーづくりに寄与するために、
3月2日を「ミニバレーの日」と制定することをここに宣言します。


　
「ミニバレーというスポーツとのであいを通して生まれる、人と人、人と地域の温かい関わりに喜びを見いだし、その中でふれあいを深め、お互いを理解し、喜びも苦労もみんなでわかちあいながら、人も地域も輝く、健康で心豊かな暮らしに寄与すること」を活動推進の願いとして活動を広め、今や全日本ミニバレー協会、北海道ミニバレー協会、地域、ブロック、市町村のミニバレー協会にその活動の輪をひろげ、更にはロシアやフィリピンなど世界の４１各国に仲間増やして今日を迎えています。
　
ミニバレーを楽しむ仲間の目指すところ、その合い（愛）言葉は「であい・ふれあい・わかちあい」です。

　このフレーズは、昭和60年10月HBCーTVテレポート６の取材を受けたときに「協会のキャッチフレーズは」と問われて、小島が「であい・ふれあい・わかちあい」ですと答えて定着したものです。

　以来協会活動の基本綱領ともいうべきものになり、また内外のスポーツ関係者からも素晴らしいキャッチフレーズだと高く評価されて今日に至っています。

翌年、昭和6１年3月2日が、第1回「ミニバレーの日」となった。この企画を成功させるために様々な準備が行われたが、主な行事は次のようなものであった。

· 「ミニバレーサミット」の開催　

十勝管内の市町村に案内状を送付して各町村でのミニバレーの取組みを紹介し、ルールの一本化とこれからのネットワークづくり、推進の考え方について協議する会とした。

サミットには帯広市、足寄町、鹿追町など5市町村に地元大樹の協会役員が参加。日頃の思いを語り合うことが出来た。このときの会場は、レストラン柏林閣。昼食のメニューも遊び心で320㌘のステーキ、320㌘のパンなど「３（ミ）と２(ニ)」にこだわった企画で楽しんだ。

· 「交流大会」の開催　

誰でも参加できるミニバレーのゲームを海洋センターで行い、ゲーム終了後プレゼントの交換を行うなど交流主体のイベントを開催した。

○　「3月2日記念パスポートの発行」

町内商店の協力をえて、パスポートを発行。持参者に商品の割引を実施。楽しい
企画演出。

　　　　　　　（「ミニバレー誕生40周年記念誌」原稿から抜粋）
今年のミニの日の取り組み　

＊　大樹町ミニバレー協会では、2月26日（日）大樹町海洋センターで「ミニバレーフェスタ」を開催。音更町、池田町、帯広市などの愛好者も参加して仮装ミニバレーやパーテｨ―などが賑やかに行われました。
　

＊　札幌ミニバレー協会では3月4日（日）午前9時から西区体育館で、4面ミニバレー、マラソンミニバレーが、320名（いい数字ですね！）の参加で繰り広げられます。

＊そのほかの協会での取り組みがあれば、北海道の籠原事務局長に報告して下さい。
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